
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 にぎわい都心・ちば  

目標１ 多彩な交流と出会いを育む賑わい
のあるまち 

・様々な都市的サービスを求めて多様な人々が集ま
り、多彩な交流と出会いが生まれるまちを目指
す。 
【数値目標】歩行者通行量（休日） 
 
 
 
 

目標２ 安全・安心で快適な都心ライフを
享受できるまち 

・医療、福祉、文化、教育、買い物など様々な生活
支援機能が充実するとともに、誰もが安全・安心
で快適な都心ライフを享受できる、住み心地のよ
いまちを目指す。 
【数値目標】居住人口 
 
 
 
 

目標３ 経済活力に満ちたまち 
・商業をはじめとする様々な経済活動が活性化し
た、県都の中心拠点にふさわしい賑わいと活力の
あるまちを目指す。 
【数値目標】年間小売販売額 
 
 
  
（約 88 億円、減少傾向に歯止めをかけ約 0.05％の増加） 
 

○拠点整備・強化のための再開発の実現 ○栄町地区の活性化と様々な主体等と連携した事業継続 

千葉市中心市街地活性化基本計画（案） 概要 

１ 県都の中心拠点にふさわしい賑わ
いと活力ある経済活動の育成 

・商業の活性化や業務機能の集積を図るこ
とにより、千葉県全体の経済活動をリー
ドする賑わいと活力のある県都の中心
拠点の育成を目指す。 

２ 計画的な土地活用の促進 
・適正な土地利用の誘導と、土地の高度利
用などによる機能更新や再編を促進し、
中心市街地の魅力の回復を図る土地活
用を目指す。 

３ 交流と出会いの場となる多様な都
市的サービスの充実や「憩い」の
空間の確保 

・文化・芸術・教育等の多様な都市的サー
ビスを充実させ歴史と未来が感じられ
るまちづくりを目指す。また、「憩い」・
「安らぎ」・「癒し」を感じられる魅力的
な空間整備や、景観デザインの誘導を進
め、訪れる人に喜びを感じてもらえる
「ようこそ」と迎えるまちづくりを目指
す。 

４ “まちなか居住”の環境向上への取
組み推進 

・民間のマンション建設が活発ななかで、
快適な居住環境の形成により、まちの活
力の源である“まちなか居住”の魅力を
高めることを目指す。 

５ 公共交通機関の充実による人や環
境にやさしいまちづくり 

・鉄道、モノレール、バス等の利便性の向
上と利用促進を図り、また、高齢者にも
利用しやすいようにバリアフリー化を
進めるとともに、環境にやさしいまちを
目指す。 

主に目標３に関する事業 
・千葉中央第六地区第一種市街地再開発事業 
・千葉駅西口地区第二種市街地再開発事業 
・栄町都市再生まちづくり推進事業（まちづくり社会実験） 
・栄町商店街環境整備事業 
・千葉銀商店街環境整備事業 
・ビジネス支援センター整備・運営事業 
・情報ガイドマップ等事業 

主に目標１に関する事業 
・千葉市科学館整備・運営事業 
・郷土博物館整備事業 
・アトリウム整備・運営事業 
・みどりと花の催し 
・中央公園フラワーフェスティバル 
・オープンカフェ事業 
・千葉の親子三代夏祭り 
・ベイサイドジャズ千葉 
・都市景観市民フェスタ 
・ちば YOSAKOI  
・千葉都心イルミネーション 
・大道芸フェスティバル in ちば 
・イベントコーディネート事業 
・花の街推進事業 
・千葉ｱｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（Wi-CAN） 

主に目標２に関する事業 
・子ども交流館整備・運営事業 
・子育て支援館整備・運営事業 
・中央保健福祉センター整備・運営事業 
・ＪＲ千葉駅西口自由通路整備事業 
・都市計画道路千葉港黒砂台線整備事業 
・電線共同溝整備事業 
・都市計画道路中央星久喜町線整備事業 
・千葉駅路上自転車駐車場整備事業 
・京成千葉中央駅線特定経路整備事業 
・中央星久喜町線交差点改良事業 
・中央雨水貯留幹線整備事業 
・下水道管渠の更新・改良事業 
・都市モノレール整備事業 
・バス活性化システムの整備事業 
・エレベーター等の整備事業 
・CHIBA CENTRAL TOWER 整備事業 
・中心市街地クリーンアップ事業 
・セーフティ・ガード事業 

【活性化の基本方針】 【活性化の目標と数値目標】 【４ヵ年で取り組む事業等（Ｈ19～22）】 【中心市街地の現況と課題】 

○まちなか居住環境の向上 
・今後も住み続けたい市街地
として、商業機能の充実や
安全・快適でコンパクトな
居住環境の形成が必要。 
・居住環境を悪化させる無秩
序なマンション建設を防止
し、良質な住宅供給の誘導
が必要。 

■人口動向 
活発なマンション建設等を反映
して、人口・世帯数は全市を上
回るペースで増加中である。 
・人口約 18％増、世帯数約 24％
増（平 12→平 18）。 
・全市平均よりは高いが、高齢
者率は低下し、約 18％（平 18）。 

■商業活動 
区域内人口が増えているにもか
かわらず、中心市街地の商業は
低迷を続けている。 
・店舗数が約 11％、売場面積が
約 14％、年間小売販売額が約
22％減少（平 9→平 16）。 
・ＩＴ世帯普及率は約 87％、物
品等の購入利用約40％（平17全国）。 

■賑わい・交流 
「賑わい」の指標となる歩行者
通行量や「活発な交流」の指標
となる観光客が減少している。 
・中心市街地の歩行者通行量は、
平日で約 8％、休日で約 10％減
少（平 11→平 17）。 
・観光客は約 16％減少（平 12→平
17）。 

■土地利用・市街地整備 
戦災復興区画整理が行われた地
区だが、低・未利用地も多く、
土地の有効利用は十分ではな
い。 
・低・未利用地は約 20％増加（平
13→平 18）し、地区の約 13％を
占める。 

■公共交通 
鉄道、モノレール等の公共交通
利用者は、横ばいにある。 
・ＪＲ3駅の乗車人員は、0.3％
増加（平 12→平 17）。 
・京成 2 駅の乗車人員は、約±
0.0％（平 12→平 17）。 
・都市モノレール４駅の乗車人
員は、約 5.3％減少（平 12→平
17）。 

○商業機能の強化 
・県都の中心商業地にふさわ
しい、広域から人を呼び込
む、集客性・話題性のある
商業機能の充実が必要。 
・物販だけでなく、多種多彩
な業種・業態の店が競い合
い何でも揃うオンリーワン
の商業集積が必要。 

○公共交通の利便性の向上 
・都市モノレールの延伸等に
より、公共交通の利用圏域
を拡大し、中心市街地への
アクセス性向上が必要。 
・公共交通の乗換えの利便性
向上や、駅周辺のバリアフ
リー化により、安全・安心
な交通環境の整備が必要。 

○人を惹きつける魅力の向上 
・多様な交流と賑わいを育む
仕掛けづくり（情報発信、
イベント活動等）が必要。 
・中心市街地来街者が商店街
に求める「休憩所」、「街路
清掃、美化」の対応が必要。 
・都市機能集積を生かし、回
遊性のある、歩いて楽しい
街並みの形成が必要。 

○低未利用地等の活用促進 
・様々な都市活動の場となる
多様な都市機能施設 (文
化・交流等)の導入が必要。 

・都市活動の高度化に伴って
街区の再編や再開発型の整
備の推進が必要。 

・千葉中央第六地区再開発事業 
中央公園・文化センター周辺及び県庁周辺の賑わいの拠点の間に位置し、
複合的な都市福利機能（科学館、子ども交流館、子育て支援館、ビジネス支
援センター、保健福祉センター）と商業機能を有する新たな拠点として、中
心市街地の拠点と回遊軸の形成に不可欠な拠点整備事業として重要な取り組
みとなる。この拠点整備により、中心市街地の骨格構造の基礎が形作られる。 
・拠点としての千葉駅の整備・強化（千葉駅西口地区再開発事業） 
千葉駅周辺の市街地再開事業により商業等機能の集積を図るとともに、歩
行者の回遊性を改善するため、駅や駅ビルの改良と合わせて自由通路等の整
備が必要である。特に、千葉駅西側の玄関口・顔づくりとして取り組んでい
る第二種市街地再開発事業は、ポテンシャルの高い地区の交通基盤施設の強
化と土地の有効利用等を実現する重要な事業である。 

・栄町地区の活性化・再生 
栄町では現在、まちづくり社会実験の実施や、千葉大学の学生を
中心にアートセンター「Wi-CANP」などが運営されている。今後は、
これら事業の継続・発展とともに、電線共同溝整備事業、及び商店
街環境整備事業等を実施することで、栄町地区の一層の再生・活性
化を図る必要がある。 
・中心市街地活性化協議会を中心とした事業展開 
今後設立される中心市街地活性化協議会が核となり、商業者、地
元等が自ら都市機能の更新に取組む体制づくりと、実践的な取組み
が必要である。また、これまで実施してきた活性化を支える各種事
業の継続実施や、多様な主体と連携した新たな工夫を加えた取り組
み等も重要となる。 

（約 1,000 人、約 8％の増加） 

12,316 人 

（平成 17年） 

13,300 人 

（平成 22年） 

10,456 人 

（平成 18年） 

12,670 人 

（平成 22年） 
（約 2,200 人、約 21％の増加） 

2,004 億円 

（平成 18年） 

2,005 億円 

（平成 22年） 

1,917 億円 

（平成 22 年推計） 

【今後の重要な取組み】 



 

 
事業位置図 


